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1960年のオーストラリア経済
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f二最低賃金がその効果をあらわせは， ますますその速度

以加速がJとたるおそれがあった。

このように好況のう九にも若干の不安を含む状況のも

とて、の政策ft均衡のとれたものでなけーればなムなかっ

た。現実にたさよした主要な事がらはつぎ？にあげるような

ことであった。連邦政府は州政府の財政支i卦に対するコ

ントロールな緩和した。外貨審議会は1959/60年度にお

いて前年度を1000万オーストラリアポンド (1よ下では単

にポンドという）上回る土木建設のための借款を答申し

た。また政府は長期的な経済の拡大を維おするため，新

規移民日棋を11万5000人から12万5000人に引きとLrた。
1959/60年度予算て、（土11<'~人の所得税が軽減され，有限会

社の社内留保によJする制限がゆるめられ， また悶民年金

品.；増額された。

以とのような政策はいずれも経済の拡大を助長するも

のであったが，同時に需要と供給の均衡を維持し物価と

コストのf二列を防ぐことが肝要であった。そのため政府

（工大幅に輸入制限な解除し， ドル物資に対する差別待遇

な改詳した。これは同時に国内業者の上 IJ安価で優秀な

設備と物資の取得という日的にも合致した。予算の赤字

は避けがたいとニろではあったが，政界Iは前年以上に銀

行f三月の哨大を招くことはぜひとも避けるつもりであっ

たc このため電信電話行政について料金の引きとげが行

なわれた。主た政府：工連邦仲裁裁定委員会に介入L，当

時のような段階においてさらに一般的な賃金の引き上げ

を行なうことの危険を説いた。中央銀行は銀行信用増大

の抑制に努め，政府も通例予算年度の中間時期として金

融のゆるむ11月にははじめて短期大蔵省証券を発行して

流動性の紡少な図った。

ここでふたたび1959年末までの経済情勢に目を向ける

と，政府支出，企業支出，個人支出は例外なく激しい勢

いで増加し＇） つあった。また予算編成時期には平均と l

て1958/59年度の販売期の終わりごろと同じぐらいであ

ろうとみられた羊毛の価格は， 59年の後半には前年の該

当時期の価格を約10%も上［8］ってL、た。これは望んでも

あまりある好転というべきであったが，経済Iこ強い浮揚

力を与え，りちに述べるような問題な生じさせることに

もなった。

1959年の後半すなわち59/60年度の前半を通じて闘内

産業生産は地加を続け，輸入は前年度同期の3／意9800万

ポンドから4億5300万ポンドに伸張し労働力もJI憤調仁

増加を続けていた。しかしこのような情勢の中にも，過

大需要がしだいに顕著となりつつあった。一般がJにいっ

て，支出は生産を上同り，過去1年あまり鳴りをひそめ

ていた輸入需要はふたたび活発化L，労働力は非常な勢

いで仲びていたにもかかわらず、労働市場はひっ迫してき

た。 Lかも12月にはさきに述べた賃金裁定問題に関し

て，同委員会は金融企業従業員の賃金の28%引き上げを

認めた。他の企業でもこれにならう所が多かったので，

これらを総討すれば年間1億ポンドぐらいの賃金・給料

の追加となるであろうと推定された。これらのうちその

いくぶんかはj行客に当てられるにしても， 60年のはじめ

にかなりの追加需要が生じることは疑いのないところで

あった。 1959年の10月から12月までの年度第2・四半期

の小売り物価指数は年率に換算して4%の上昇をみせて

いたが，これはそれ以前に行なわれた最低賃金の年率3

%の引きドげを反映するものであった。

II 物価とコストの Llrr-

すでに第 1章でもふれたように，供給が順調に伸びて

いるのになぜインフレーシヲンの勢いが強まったので、あ

ろうか。 1959年を通じて国内生産は伸張し，私企業の雇

用有数の増加は7万5000人で，前年の増加2万8000人を

大きく上回った。輸入も 7月ごろからは上昇した。した

がって，供給はある時期までは需要に追随しえたとみな

ければならない。とすると以上のことは需要供給の変化

が価格騰貴の第 1次的原因として考えられないことを意

味するO 事実価格の騰貴は支出の増加に先行している。

このようなことから，従来オーストラリアのインフレは

コストインフレであるといわれてきた。この主張は物価

とコストが徐々にではあるが継続的に上昇しており，需

要と供給が一致していると忠われる時期にも少しも衰え

ていないという事実に裏づけられているO ただしいかな

る種類のインフレにも需要過剰の事実と物価・コストの

ヒチ1の事実が共存するから，両者の区別は厳密には行な

いがたいが，第 1次1¥1にみて，たとえ需要超過の現象が

存伝しなくても物価の上昇を引き起こしうるという意味

において有意義な分類というべきであろう。過去3年聞

を通じてたえず何かのコストが上昇しており，とくに賃

金コストの上昇は著しいものがあった。過去2年間の輸

入価格は安定しており，輸出価格は過去1年聞に20%上

昇したが，これも直接には圏内価格に影響しないものと

考えられるので，これらの現象は海外経済の影響による

ものではなく，閣内経済自体に起因するものであること

は明らかである。これには地代，政府企業の料金その他

の事項が関係しているが，賃金の上昇が最大要因である
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Ⅲ　ブームの到来
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ことは疑L、le・,:/, ；泣い。事実．賃金法裁定賃？？，失：際賃

金ともに着々と上昇を続けている。最低賃令は1957年

1.4%, 58年 1.7%, 59年6.5%と上昇し，男子の実際上

の平均賃金は57年3.4%,58年3.7%,59年50%とと昇

じた。これ：？述祁仲裁裁定委員会がつぎつぎに泉保fi金

「）引き上げ1，認めたことと，労働組合と企業側行交沙に
より賃上げがなされた結果によるものである。ある職

業，ある地域にはなお少しの失業が存在し，他の験雪需，

It岡の地域て、：士」臼午き全雇用の状1苔；三；主してい？こ

r労働力カ：耳、f{：.ていない 1誌；，；.~ t＇労使関係 c＇.：安定を
はかり生産＇ •f.t付を確保す之 ！ •• ・.': ~－多くの金主ゴヨ土h上

げを認めた。

コストインフレの性格をヨ考察するに当たって，っきfの

：うな事実｝土m要であろう。 A 般的な需要の!JI，給起見切t

存在しなレ場合l も，ある企業：.. Jいては多大c'YJi安ーが

符在L，これらの企業主は困難なく賃金を引念上げ，販

売価格を引さ上げることなく各構成部分に吸収せしめる

士とが可詐ゃあて）た。ところが賃上げは他の企業の賃金

に影響を与三三：・（，であり，連邦仲裁裁定委員会心比較的

正義の原員IJii二のような傾向を助長した。と二

らの企業にとつては，賃上げ分をこれまでの販売価格に

吸収することは必ずしも可能ではないので自然販売価格

e：引き上げとナニ乙かけであろl [ii]I時にこれら円安＼ I次的

過程で一般的たXi要超過はTn'iしなかったと iιi，早

l{IJ~需要超；呂が経済拡大を助長 L ［・ ことは否定でミrγ唱、。

また金融はだぶついており，企業は容易に金融をうるこ

とができた。この点でも，もし金融がもっとひっ迫して

L、れば，物1u1iとコストの上主1ちもヮと抑制jされたとL、い

ちるであ〆Jろり

またこれらの点を離れて，コストの増加はそれ自体需

要を創造する。賃金が引き上げられ，企業がその引を t
げ分を利益に吸収することができず，その処理を次期に

主わしてての日；Ji）金融をう；：，なん；ごそれだけ経民全体の

支出能力の明大となる。事実，過去数年間をふ円かえっ

てみても，賃金増加は利益の減少となって現われていな

い。もちろん農業所得は1957/58年度にひどく下溶した

し，過去101ff日J（通じて農業所得の増加はコス！のi労加

守下回って？ィ、乙口：‘これは例外的である。

以上主要するに，オーストラ ＇）ア経済にはインーYvfrt[向

が存在し全体の情勢が均衡を保っていたと考えられる

1957/58年度や不況のきぎしのあった58/59年度の初め

においてすム物価とコストはじ打じりと上がって予／ヒの

であって，最近i二至るまではその全容を現わ寸ことなく
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前夜！といたのであ・；t ' 

回ブームの到来

最近、需要の増加が顕著であるが，とれが1959/60年

fをに.,y,:に起こったと j~ ：，こるのは誤打であるう。それは

過去数年間，総支H¥fJ:.1956/57年度に 5.1%,57/51'年

度3.1%,58/59年度に5.1%の増加を示していること

からも明らかであるοただ59年前半に民間資本支出に大

.¥・ le変化が起こりつ＂）あった。設偽一段授は前年同期 l二iヒ
ベiI';{, J門であり， 57年後、nこltべ20%Wreあった。この
fr{j (,J t .r.'.i9年後半にうぺf二主すます激しくなゆ，印年：tfl 

の迷邦統計局の標本調資によれば，民間資本支出は前年

度同期に対し実に24%増と推定されている。

三た？1'邦政府の支LLH:l、1959年の後半，外資審議会びノ決

定！： f＇持の膨張のため明大した。目的年1Jfj手には停／｛：｝気

味であった消費支出は，前6カ月に比べて白動車を含め

れば7%増，これを除けば4%増大した。連邦最低賃金

は15シ＇） ング引き上げられ，各州も三れにならったが，

i辺氏：工所得のかな幻の部分を貯蓄に11,JiJ-允ょうであ7:,•) 

iiが，rn金その他の顕著なWI加はこれを物語っているν
また建設ブームは箸しいものがあった。まず住宅建設

では， 1959年4月から6月の3カ月聞に，年率に換算し

長TS万ω∞μ，’・；c成8万7000/i一七 58年の着L7
万8()(H)Jz，完成8万いす上回ってしヴこじさらに19印年 l

月品、人、i月までの期間心は着工9711 i十二五づきつつあっ

た。非住宅建設は1959年のなかごろまではさして増加の

勢いをみせていなかったのであるが，念に増加を始め，

G月以後の3カ月間でt土弟一工数で前年同期を25%上［n＼っ

とし。！<c建設と同様にその他の設iJ//i投資も1959年前半に

大ぎく仲張したのに続いて後半にもさらに増加した。

これらが一般的な経済拡大の中でも最も目だった存在

であ〉允c そもそも1959年前半を通ピて，財界は一般的

にみて強気の見通しそとJ¥"1に至っfこdうである。いま＇・＂

世界的経済情勢は回復し，輸出はイ中張tノノ見通しで，資本

の流入は引き続き期待され，労働力は着実に増加しつつ

あり，輸入制限は緩和された。なるほど物価とコストは

上昇ト〉つあっ7こがラそれとてき伝ど＇：~戒するにはあた

じ~）J: ,.) Uこ忍われたc このような情勢を前にして財界全：

強気になるのも無理はなかった。そのうえ投資のための

金融は緩慢であった。一般に金融の経済拡大に対する刺

激作用については見解が分かれているが，金融がどの程

度較係（i］役割を果／こすiJは測にし〈，経済拡大の 1J)(/) 

欠く，仏、らざる条れとなることは事実であろう。 1959年



Ⅳ　抑制措置
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を:imじて金融は緩慢であった。輸UH土仲張し，資本の流

入は活指 c, ii前に大幅な,Ir、サソ子予想され，ト同際JI＼＇.支は

明治万ボ＞・ ,: ＇！不足を示したい二iぎなかった、 連邦政府

の現金収却し事前の予以u、1／.局、1000万オセ > ド｛}j赤字に
対し，実際は2900万ポンドの赤字にとどまったため，こ

の面における金融緩和作用はいく分弱まったものの，こ

の閑の似jIゾ.＇改府に対する l,'1,',;;i；、〆'.I）応募f主中＇｝：：；；J:iiI ｛言用の

1肴大とi【1J! '. ,,{r;.l：をもfこら L

部「＇lは！段作陀〉小言是に金融をつけるため大量のt苦しl封Lを
:jl'fi,::つたO これらの結果，一般大衆の現金および銀行預

金は 1958年前月から翌年同月の間に約1億印00万ポン

ド， 5 守ら •.dy;t11をみせて、ι 。j要銀行O:lri1.lWI（流動

資産お＿： Yf4,1':i政府証券！））則合ノ｝は大幅にJ'ii，にL，その

比率は1958年6月の18.5%から翌年同月には22.3%と上

外した。また上場会主1：の資本の塙加は， 1958/59年度に

は1億9（州）/j＇；、ンドにのぼり、前年度の1帰一140(1万ポン

ドを大う； l：「1った。ここに；， r）れるような／凶日な金融

情勢は， 少淳、とも経済担広大に少しも抑制i下jず二：上（動かな

かったのみならず，物価上井の伝抗力としての意味を持

fこなii、ったといってよい。

N 抑 Wl f古賀

かくして1960年初頭の経済情勢は，危機とまではゆか

ないまでも，もし同様の傾向がさらに激化するならば経

済の安定が？？？れる危険長（日＇ J，しでいた。ミゴl',f約的な

現われt土物iflli.~コストの動 tきである。それいあまりにも

急速にと判L" jつあった。ほとんどの政府企業；J、賃金増

加に際し料金引き上げによらさ「るをえなかったが，これ

がまたこれらのサーヴィスの消費者のコストの増大とな

った。一河川、業で起こった賃金増加は容易に此戸波及し

た。当同，／）＇（（金構造は相／1,問主主性が密接であ〆3ので一度

連鎖作用が起こるとこれをとと、めることはむずかしい。

さらにこの波及過程においては，最低賃金制！などの賃金

調整制度があずかつて力があった。このような連鎖反応

をとどジ）7c, fこら：／.こは，でさる二込 ＼（り新規IT；物｛必ずり上昇を

もたらtょう二～原因をお：とどめ，すでt二発生したコス
トの増加の他へ波及するのを防ぐ必要があった。したが

って政府は，本年2月に連邦仲裁裁定委員会が最近1年

聞におけ←芯；i度目の賃金山引き上げを考慮しはさめた

時， こ／lf，了：P＼，／.｛することト上ア：f1，：カミつfこ。政｝仔＼tj通E再jの

ように経済↑1＇；与うの分析を J足出す之〉だけでt土プ

き上げに対し反対の旨の勧告を行ない，経済はこれまで

になされた賃金増加を鈍化する必要に迫られている旨を

強調した。このような連邦仲裁裁定委員会への介入と凶

作に、政府は経済の＇／／：.定化のた.v.，，・広範な政策をとみこ

ととしたO 以来中央銀行は銀行伝用の土台大の抑制に努め

てよ‘たが，同時に銀千i外における通貨の膨張を抑制［な

ければ十分効果を上げえないことは明らかであった。た

とえば連邦政府の赤字は信用膨猿の1つの原因勺あっ

1959/60年度の連邦政府の赤、jこは当初よりも減少「

ゐ見込みではあ.., f,こぶ，なおかなりの銀行融資を~｝ .｝必

こしかねなかったし，短期政府証券の売り出しによって

中間期の信用の過大は避けられたが，それも長期的対策

としての意味は持ちえなかった。そこで政府は来年度

印刷＇61年度には財政上の赤字は絶対に避ける旨の態度

をおりjした。イ言till許大の第2の根治；l士外貨収支であるじ

1959生存の後半を通じて輸入は増大したにもかかわらず，

輸出と資本の流入はこれを上回ったので国際収支はかな

りυ，；＇ミ字をみ，これが流通性の明大を立ねいた。

fび）ような金融上ω考慮をはなれても貿易政策の転換

の後(J、熟してしI二。当時の外貨保有量はゅうに51豆ボL

ドを越え，また IMFからはいつでも融資を受けうる立

場に立っていた。一般的な割り当て増加で1959年当国の

IMF における'hiJ＇！当ては2億ドノ，，，から3億ドルにi許／Jil

Lたうえ， 60年1月，政府はさんに 1億ドルの増加を申

精しIMF当局の許可をえた。かくして当国の割り当て総

額は4億ドルに達していたのであるO 1955/56年度にも

同じく需要の過大がみられたが外貨事情には大きな差異

があった。当時；工外貨保有高ははるかに低くしかも急速

に減少しつつあり，したがって需要l曽大に対処するため

の追加輸入は考えられなかった。これに対して1960年の

初めには，貿易収支は好調で外貨保有高もかなりを擁し，

総人増加によって 時的には落下しても容易に回復しう

乙亥地が養われていt＞， かくて政府は若干の一時的例外

措置を除いて輸入は関税による制限のほかはいかなる制

限も受けないこととした。もちろんこれは1952年に一般

的輸入制限が導入されて以来の政府に課せられた課題で

あヮた。その聞き主 ：！，＇まの変遷があったが， 1957/58年

度以降は制限の緩和とドル物資に対ずる差別の撤廃に1,,J

かった。このような制限の緩和は，短期的には供給の増

大と金融の引き締め，長期的には企業に対する広範な原

料左設備の供給とそれに基づく生産性しり向上を通ピて，

当住i経済に利益 Jをもたらすことはほぼ疑いのないとこ人

であコた。輸入がこれによってどれだけ増加するかは予

測のむずかしいところであったが，ともかくも需給の均

衡と物価の安定に資することが期待された。だいたい政
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Ⅴ　海外経済との関係

Ⅵ　今後の展望
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1 ：』-J'の波及効果は今後も r］！~統 Jr 現われるであんう。こ

れに対しと政府はその政筑の%拠を期待LてL、るが，イ

ンフレのよって Iきたるところに同氏何人，労働組合， lH

界，州政府などの総合作用のf:'i果というべぎなので，そ

の抑制lも窮杯，：こはこれらのもの全体の態度にかかってv、

る。首相もこのことを指して，社会の！HJlおはが屯会の努力

なしには解決しえないといったが，雇用者七被if／：用者も，

賃金引き上げは生産性向上の事実から再検討し，阪売価

格の引き上げは企業努力iこよりI回避することによっ－c首
相のことばを実践するよう切望するc このぷうな態度を

期待するに当たっては，インフレの交／JJ+lにふJナろii:：しい

認識が必要であるが，この際インフレは決して社会fニー

般的な利益をもたらしはしないことを強調したL、。不況

の深刻な段階でインフレt'l句作用が企業を復i,'iしうること

は事実であろうが，現在は決してそのような段附ではな

く，インフレは社会における笛の分配に不公平をもたら

し国際競争力を弱めることに注fjすぺ予であ人う υ

あとがき

以上の内符をその後の資料を引用しつつ簡単に説明す

るとともに，若干の問題点を述べてみよう。オーストラ

リア経済l主戦後引きあうき著しい成長をとげ，時にはやや

停滞のきぎしをみせたもののそれは一時的現象にとどま

り， 1959/60年度に去ってさらに奔しい拡大毛？とげた。

国民総生産は5億2800万ポンド，比ネにしてお%，民｜民

総支出は， 5億6400万ポンド，比率にして 9%の増加を

みせ，それぞれ前年度を上回っているO 大幅な労働人口

の増加と移民の哨大にもかかわらず，阪府事情はひっ迫

の色合いをみせ，連邦政府の職業安定所に登録された求

人のえられない申し込み数は本年7月中のみで3万1768

人から3万：1673人に増加lし，主主録失業ぷ数は－lf/j的・過

渡的失業も含めて昨年8月初めの67:i3600人から本年it'i'J

時期の4万4200人に減少した。

銀行預金は 1億1100万ポンド増加し貸しIHしは9900

万ポンド用力IIした。このようなブームの支柱は自動，j_,:を

合めての民間投資であり，なかんずく建設およびi;J動車

ブームであった。建設ブームは農かな金融の実づけもあ

ってまことにめざましく，企業用建物の建設は19%，住

宅建設fill%の増加を示した。また乗用およびステーシ

ョンワゴンに対寸る支出は 5600万ポンドの増加をみて

し、るc

政府支出と個人消費は両者とも 9%の増で，だいたい

国民総生産なみの増加であったが，｛同人消費の中では電

'': . 料竺

気製品お上び家具に対する支出が目だった。この上うな

好況にひとり取り残されたのは当国経済の康台骨をなす

農業高産部門であった。羊毛の価格の同復と生産の増加

にもかかわらず，大友などの不振のため農業所得は前年

なわずかに上向ったのみであった。

しかし総じて好況といえる中で強い不安を残したのは

著しい物価の上昇である。これに対してメンジス首相

ば，本年2月に（1）新規のコスト増加l要因の抑制，（2）認可

制度による輸入制限の撤廃，（3）中央銀行の金融引き締め

策の承認，（4)1960/61年度の均衡予算の4原則を発表

し，これに基づいて同月輸入の制限を撤廃し 8月には

lllT午の6100万ポンドの赤字予算に対L，若干の増税を含

む1550万ポンドの趨均衡予算を議会に提出した。輸入の

明大と超均衡予算はいずれも民間資金の吸い上げの原因

であるうえに，中央銀行は支払い準備率を高めて金融引

き締めにかかっているので，金融のひっ迫はかなりきび

しL、ものとなろうと予測されているO

以上述べたような経済情勢および政府の施策に関して

告すーの問題点を述べれば，（1）輸入の増加は需給の均衡に

は資するとしても，経済を過熱さ去る方向に働き，国際

収支を予想以上に悪化させるおそれはないか。（2）本年度

予算における哨税，特に法人税の増加は物価の上昇には

ねかえるおそれがあh 企業の圏際競争力を養う観点か

らは低いコストが必須であることを考えれば思いとど主

るべ去ではなかったか。（3）当国では公定歩合は固定さ

れ，経済に対して指母性を持った弾力的運用がみられな

いが，その｝j（気に対する予防的・瞥告的作用および事後

的問復作片lをもっと活用すべきではないか。（4）金融引さ

締めにより民間銀れから出されている建設中の住宅融資

が絶fこれ，深刻な問題を起こしているが，当閣において

住宅問題は国民生活中最も回復の遅れている分野であ

り，今後の人口増加による需要の矯大を考えると，政府

が特別の対策を講す．べきではないかというようなことが

考えられる。

最後にひと汚この小冊子の傾向について述べると，国

民に対するPRにかなりの重点、が置かれているため，叙

述がどうしてもその周辺，本年度のものについては賃金

コストの上井に集中しがちである。利用されるに千百たっ

てはそのことを念頭に置くことが必要であろう。

（アジア経済研究所海外派遣員森田ー）
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